
5

へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
無
農
薬
農

業
の
振
興
を
。�

　
答
　
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
有
機
農

産
物
の
基
準
に
対
応
で
き
る
産
地
を

育
成
し
て
お
り
、
高
松
地
域
等
を
中

心
に
有
機
無
農
薬
農
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
や
意
欲
あ
る
後
継
者
の
活
躍
で

供
給
が
増
加
し
、
地
産
地
消
が
進
む

特
色
あ
る
農
業
生
産
を
推
進
し
た
い
。�

�������

　
問
　
少
子
化
の
進
展
は
将
来
の
経

済
社
会
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
緊

急
の
課
題
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
少
子
化
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
本
市
と
し
て
も
、
保
育
や
男

女
共
同
参
画
の
推
進
、
乳
幼
児
医
療

費
の
現
物
給
付
等
に
力
を
注
い
で
お�

り
、
平
成
14
年
は
前
年
に
比
べ
出
生

数
が
若
干
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も

少
子
化
対
策
を
市
政
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
15
年
度
に
は

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
具

体
的
で
総
合
的
な
政
策
体
系
に
し
た�

い
。�

���

　
問
　
消
防
・
救
急
機
能
の
強
化
は

緊
急
を
要
す
る
課
題
だ
が
①
救
急
隊

の
増
強
計
画
は
②
近
隣
市
町
と
合
併

し
た
場
合
の
消
防
力
へ
の
影
響
は
。�

��������������

　
答
　
①
平
成
15
年
度
か
ら
、
定
員

を
抑
え
な
が
ら
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、

一
個
分
隊
の
救
急
隊
配
置
が
可
能
と

な
っ
た
②
県
南
政
令
市
構
想
研
究
会

の
参
加
自
治
体
は
す
べ
て
常
備
消
防
、

常
備
救
急
を
保
有
し
て
い
る
が
、
合

併
に
よ
り
互
い
の
補
完
作
用
が
働
き
、

消
防
力
の
強
化
充
実
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。�

���

　
問
　
国
際
化
が
進
展
す
る
中
、
イ

マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
（
外
国
語
に
よ
る

教
育
）
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る�

が
、
私
立
校
で
の
具
体
化
の
動
き
は
。�

　
答
　
平
成
15
年
度
か
ら
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
小
学
校�

が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
員
を
招
き
実

施
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、
貴
重
な

意
見
や
問
題
点
等
を
市
全
体
の
教
育

に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
各

種
調
査
等
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。�

�������

　
問
　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
㈱
岡

山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
、

ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル
岡
山
等
の
競
売
入

札
に
参
加
し
落
札
し
た
理
由
は
。�

　
答
　
会
社
の
機
能
強
化
と
経
営
安

定
に
必
要
な
施
設
と
判
断
し
、
参
加

し
た
と
聞
い
て
い
る
。
独
立
採
算
を

前
提
に
、
税
金
を
使
う
こ
と
な
く
経

営
基
盤
を
安
定
さ
せ
、
市
へ
の
配
当

と
い
う
形
で
貢
献
で
き
る
よ
う
な
考

え
方
で
現
在
動
い
て
お
り
、
市
民
に

と
っ
て
最
善
の
方
向
で
努
力
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
だ
。�

���

　
問
　
地
球
環
境
の
汚
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
公
用
車
へ
の
低
公
害
車
の

導
入
推
進
を
。�

　
答
　
リ
ー
ス
車
両
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
度
以
降
、
更
新
時
期
が
来

た
車
両
か
ら
順
次
「
岡
山
市
指
定
低

公
害
車
導
入
要
領
」
に
基
づ
き
、
契

約
に
反
映
し
た
い
。
ま
た
、
ご
み
収

集
車
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
等
の
導

入
に
つ
い
て
、
他
都
市
の
実
績
も
参

考
に
、
機
能
面
や
給
油
施
設
の
整
備

状
況
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、
可
能

な
車
両
か
ら
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
学
校
給
食
の
民
間
委
託
の
①

具
体
的
な
導
入
順
序
は
②
将
来
的
な

官
民
比
率
は
。�

　
答
　
①
希
望
校
を
優
先
す
る
中
で
、

平
成
15
年
度
に
上
道
・
興
除
給
食
セ

ン
タ
ー
を
、
16
年
度
か
ら
は
中
学
校

を
六
福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
順
、

か
つ
岡
山
市
立
学
校
条
例
へ
の
掲
載

順
を
基
本
に
移
行
し
て
い
く
②
官
民

が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
よ
り
良
い

給
食
と
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
数
で

半
々
の
配
分
を
目
標
と
し
て
い
る
。�

���

　
問
　
交
通
事
故
や
脳
疾
患
等
に
よ

り
情
緒
な
ど
機
能
に
障
害
が
起
き
る

高
次
脳
機
能
障
害
に
対
し
、
市
と
し

て
積
極
的
に
支
援
し
て
は
。�

　
答
　
県
と
相
談
し
て
の
専
門
家
養

成
研
修
や
、
小
規
模
作
業
所
の
紹
介

な
ど
当
事
者
の
方
々
が
出
か
け
ら
れ

る
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
窓
口
対
応
を
行
う
職
員
の
知

識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国�

・
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
研
究
途
上

に
あ
る
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
気
運
を
醸
成
し
た
い
。�

�������

　
問
　
平
成
15
年
度
以
降
十
年
間
の

市
民
の
健
康
づ
く
り
計
画
と
な
る�

「
健
康
市
民
お
か
や
ま
21
」
の
①
特

徴
は
②
15
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
は
。�

　
答
　
①
市
民
グ
ル
ー
プ
が
目
標
項

目
の
選
択
や
実
践
項
目
の
提
案
等
に

関
わ
る
な
ど
市
民
協
働
で
作
成
し
、

市
民
実
態
調
査
を
も
と
に
本
市
独
自

の
目
標
値
を
掲
げ
て
い
る
②
市
民
や

地
域
、
事
業
所
等
へ
計
画
の
普
及
啓

�「健
康
市
民
お
か
や
ま
　
」�

�消
防
力
の
強
化
に
向
け
て
�

高
次
脳
機
能
障
害
に
�

　
　
　
　
積
極
的
な
支
援
を
�

学
校
給
食
の
民
間
委
託
�

　
　
　
　
　
今
後
の
予
定
は
�

公
用
車
へ
の
�

　
　
　
　
低
公
害
車
導
入
を
�

私
学
で
の
�

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
支
援
�

少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
�

　
　
　
平
成
　
年
度
策
定
へ
�

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
�

　
　
　
　
機
能
強
化
に
向
け
て
�
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効率的な管理運営が求められるアクションスポーツパーク�

新しい岡山の顔へ～整備が予定される岡山駅西口�

市民の安全・安心のために市民の安全・安心のために�市民の安全・安心のために�

子どもの成長の成長を支える学校給食学校給食（東疇小学校東疇小学校）�子どもの成長を支える学校給食（東疇小学校）�


